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V2 = 2 P0 − Psρ
Yp =
V2, ideal2 − V2, real2
V12
Yp =
P02, ideal − Ps2 − P02 − Ps2
P01 − Ps1
Yp =
P01 − Ps2 − P02 − Ps2
P01 − Ps1
Yp =
P01 − P02
P01 − Ps1
後に記述する通り，実験では，圧力を測って，測った
圧力から損失係数を算出している．
4．ブレードのデザイン
misis ﬂow solverというプログラムを使って，コンプ
レッサーのブレードをデザインする．これは，側方から
見たブレードの裏面，表面に相当する曲線を調整し，そ
の調整されたブレードに風を流して，損失係数を求める
シミュレーションをするプログラムである．
以下の図におけるデザイン1は，調整開始時のブレー
ド形状であり，デザイン117は，最終的に選定したブレー
ド形状である．
ωが損失係数（気体分子の運動エネルギーが失われた
割合）で，デザイン117の方が，ωの値が小さくなってい
る．これにより，デザインが改良されて，より効率の良
いブレードができたことが分かる．
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デザイン117は，デザイン1と比べると，全体的に薄く
なっており，特に空気流れの下流側において顕著に薄く
なっているのが見てわかる．
5．実験
選定したデザイン117のブレードの模型を3Dプリン
ターで作成する．
模型に風を当てて，静圧とよどみ点圧をセンサーで測る．
空気の流れを可視化するために，模型に蛍光塗料を塗
り，そしてその蛍光塗料がどの位置まで飛んでいるかを
確認する．遠くまで飛んでいるほど，良いことになる．
また，塗料が溜まっていれば，そこに航跡波ができた，
ということもわかる．
ブレードの角度を変えることでブレードにあたる風の
向きを変え，各角度における損失係数を算出する．
実験結果をまとめたものが上のグラフである．横軸が
ブレードの角度であり，縦軸が損失係数である．赤の線
がデザイン1での結果，青の線がデザイン117での結果で
ある．
デザイン117では，いずれの角度でも，デザイン1と比
較して損失係数が激減しているのが分かる．
6．考察
・今回のブレードの試作は，3Dプリンターも正常に作動
し，うまくいったと思う．
・ブレードの形状を調整することにより，損失係数が低
く，エネルギー効率が良いブレードを見出すことがで
きた．
・実際使われているブレードは，ただブレードの形だけ
を変えるのではなく，穴をあけたりするなどの工夫が
されている．これは，空気を通してブレードを冷やす
ためであると考えられる．
・コンプレッサーのブレードは，飛行機の翼に形は似て
いると思う．空気に密接に関わっているからなのでは
ないか．
・ブレードの改良方法は，今回行った角度や薄さなどの
ブレードの形状の調整のほかにも，ブレードの材質，
大きさ，回転数等にも影響されるので，様々な角度か
らのアプローチが必要である．
・飛行機のジェットエンジンを作るために，本当にたく
さんの人が研究を重ねていることが分かった．
・3Dプリンターで作った樹脂製のブレードと，実際使わ
れているチタン製のブレードとの対照実験にも関心が
ある．
